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日本コムシスのご紹介

ICTソリューション事業 

高度な 
技術資格

者

強固な 
アライアンス

ワンストップ 
ソリューション

マルチベンダ 
対応

充実した 
保守機能 

全国的な 
施工・保守力

 クラウド/オンプレ環境の構築

仮想化・コンテナ環境への移行・導
入支援を行います。教育機関様で
は、学内とのシングルサインオンを
実現する、学術認証フェデレーション
「学認(GakuNin)」の構築もサポート致
します。

　  無線LAN環境の構築

無線LANに関するコンサルテー
ションから設計・構築・保守運用
までを、一括したサービスでご提
供致します。

　 ストレージ仮想化の実現

サーバやストレージ、SANスイッチ等
を組み合わせて利用していた従来の
システム基盤を統合し、ストレージの
利用効率向上や運用負荷の軽減、さ
らにはグリーンITを実現致します。

　 監視システム環境の構築

高帯域化/低遅延設計/QOS技術を
利用したネットワーク設計をもとに、
道路・店舗・事務室などあらゆる環境
において最適な監視システムをご提
供致します。

　　LAN・WAN環境の構築

品質とコストのバランスに重点を置
き、ネットワークの効果的な再構築を
提案します。

 オペレーションサービス

当社専門スタッフが日々のシス
テムの監視・運用・管理を行い、
システム利用者様からの問合
せ窓口を一元化して代行いたし
ます。

　　トータルソリューションで 
お客様のお悩みを解決いたします

　　　DX変遷への対応

リモートワーク普及に伴う回線の逼
迫や情報セキュリティ課題に対して
も、弊社実績を活かしたITソリュー
ションにより解決に向けたお手伝い
を致します。

ICTソリューション事業（500名以上在籍）  

社名  日本コムシス株式会社 
 

創立 1951年12月 
 

資本金 100億円
 

代表者 代表取締役社長 

　　　　　　　加賀谷 卓
 

従業員数 連結　6,376名  

　　　　　　   単独　2,762名                    
 

売上高 連結　2,866億円 

                     単独　2,160億円 

 

パートナー資格　Google for Education 
　　　　　　　　Google Cloud 

 

会社概要 (2021年3月末現在)  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大学教育DXにおけるGoogle Cloudの提案経緯について

「学習者本位の教育の実現」に向けたDXソリューションについて

文部科学省の「デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン」 の取組例「学修者本位の教育」 を受けて
広島大学様にはGoogleCloudを活用した当社ソリューションを選択いただきました。

10年後のデジタル技術を活用した教育・研究等の有り方を見据え、
教育・学修データの活用と教育コンテンツのデジタル化を掲げ「次世代オンライン学習支援システム」の導入に至りました。

文部科学省: 「デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン」実施機関の決定について  
https://www.mext.go.jp/content/20210311-mxt_senmon01-000013151_1.pdf  

文部科学省: 「デジタルを活用した大学・高等教育高度化プラン」実施期間の取り組み概要（１）  
https://www.mext.go.jp/content/20210630-mxt_senmon01-000016115_1.pdf.pdf  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1.既存LMSでは大量データ分析のパフォーマンスがでていない。
-学生データ分析を行う際、多大な待ち時間を要している。

2.全学システムの高速なデータ活用基盤のニーズに対応できていない。

3.コロナ禍の状況で高負荷時にも柔軟に耐えうる高可用性が必要であった。

4.LMSの利用ユーザーが増加してもライセンスコストを抑えれるシステム
 　

2 大学教育DXにおけるGoogle Cloudの提案経緯について

大学が抱える課題について

広島大学様では今回の LMSの増強及び拡張にあたって以下の課題を解決したいと考えていました。
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大学教育DXにおけるGoogle Cloudの提案経緯について

Google Cloudを選んだ理由

LMSを運用するためのクラウド基盤を選ぶにあたっては広島大学様の抱える課題解決の為

他社のクラウドサービスとの総合的な比較検討を行い、以下の 3つのポイントからGoogle Cloudを選択しました。

1.LMSに必要不可欠な高速なデータウェアハウス機能
- 高速なデータ解析処理が可能な「BigQuery  」

 　
2.ネットワークとセキュリティの利便性 

- 「ISMAP」でも評価を受けたセキュリティ
- 「SINET6」への移行にも対応　

3.優れた可視性x管理性x可用性による運用の容易さ
- 「オペレーションスイート」によるログ収集、監視
- シンプルなプロジェクト/アカウント管理体系
- 第三者機関でも評価されている高い可用性

TM
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リージョン 学内WAN

SINET網

VPNルータ 

端末 

インターネット

Cloud
VPN 

ゾーンA 

ゾーンB 

自動フェイルオーバー
手動による  

Snapshotからの復元  

障害発生時 

分析用DWH

Big Query 

監視・ログ情報 

Cloud Storage 

ログ収集 

Logging  監視 

Monitoring LMSデータベース 

Cloud SQL LMSサーバー 
Compute Engine 

共有ディスク 
リージョン永続ディスク  

オンプレミス領域 クラウド領域

3 広島大学様におけるLearning ManagementSystemの構築について

システム構成イメージ

システムの構成イメージを簡単に紹介いたします。
オンプレミス環境とクラウド領域の連携が重要となります。



広島大学における Google Cloud 上での LMS 運用の実現と


Google Cloud を選ぶメリットについて

隅谷孝洋 <sumi@riise.hiroshima-u.ac.jp>


広島大学　情報メディア教育研究センター

Cloud onair (2022/03/14）



広島大学の「大学DX」への取り組み

‣ 広島大学DX推進基本計画 (2021.1)


‣ デジタルを活用した大学・高専高度化プラン (2021.3)


‣ 取組①「学修者本位の教育の実現」(1件1億円程度)


‣ 「次世代オンライン教育を実現する『バーチャルクラスルームデジタ

ルラーニング(VCDL)』環境の構築」


1. LMSの増強及び拡張


2. 教育・学習データ利活用ポリシーなどの策定


3. 質の高い教育用動画コンテンツの作成


‣ 取組②「学びの質の向上」(1件3億円程度)


‣ 「DXで拓く学びのパラダイムシフト～ニューノーマルの新たな教育

実現に向けた『バーチャルクラスルームデジタルラーニング

(VCDL)』環境の構築～」


‣ 教育・学習データ利活用ポリシー制定 (2021.11)

2

「デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン」実施機関の取組概要（1）

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/sankangaku/1413155_00010.htm



LMS利用状況：月ごとのBlackboardのアクセスログ行数　（≒アクセス規模）

2018年4月〜2021年11月
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× 1.1

× 6.3

× 0.7



広島大学におけるLMSの運用

‣ 2001年 LMS 導入


✓ 小規模スタート→全学認証とのアカウント統合により「広大LMS」


‣ 20０６年 教務システムとの連携


✓ 情報センターのみので運用から、教育室との協力体制へ


‣ 2015年 動画配信システムと連携


‣ 2020年 COVID禍に対応し大幅強化


✓ インスタンス増強、全講義でLMSコース運用、Teamsとの連携


‣ 2022年 オープンソースLMSへの移行


✓ より柔軟な運用、他大学との協業
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2001: WebCT 3.5SE(en)

2004: WebCT CE4

2008: WebCT CE6

2013: Blackboard Learn 9.1

2022: moodle 3.9 on GCP
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2018: Bb、AWSへ



Instance スペック比較 5

Blackboard moodle

vCPU RAM Disk vCPU RAM Disk

AP 8 32GB

24 128GB 10TB

8 32GB

Data 8 32GB 2.2TB

3.3TB

DB 16 64GB 600GB 16 64GB 500GB

Instance スペック比較



2022年度構成図 6
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案件のご相談はこちら

是非お気軽にご連絡ください

Mail：hiroshima_u-lms-pj@mlb.comsys.co.jp

mailto:hiroshima_u-lms-pj@mlb.comsys.co.jp
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ご清聴ありがとうございました。


